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2022 年 10 月 31 日 

各  位 

会 社 名 戸 田 建 設 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 大谷 清介 

     （コード：1860 東証プライム） 

問合せ先 執行役員 財務･IR 部長 三輪  要 

          （TEL.03-3535-1357） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 2022 年５月 13 日に公表しました、2023 年３月期の業績予想（連結・個別）につきまして、下記の

とおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）2023 年３月期の通期連結業績予想（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 

(2022 年５月 13 日) 

百万円 

520,000 

百万円 

20,500 

百万円 

22,900 

百万円 

18,800 

円 銭 

61.00 

今回修正予想(B) 540,000 12,600 16,700 14,700 47.69 

増減額(B-A） 20,000 △7,900 △6,200 △4,100  

増減率(%) 3.8 △38.5 △27.1 △21.8  

(ご参考) 前期実績 501,509 24,385 28,111 18,560 60.43 

 
（２）2023 年３月期の通期個別業績予想（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 

(2022 年５月 13 日) 

百万円 

459,000 

百万円 

17,100 

百万円 

19,700 

百万円 

16,900 

円 銭 

54.83 

今回修正予想(B) 463,500 9,300 13,000 12,300 39.91 

増減額(B-A） 4,500 △7,800 △6,700 △4,600  

増減率(%) 1.0 △45.6 △34.0 △27.2  

(ご参考) 前期実績 451,770 22,540 25,995 16,215 52.80 
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２．修正の理由 

 （１）個別業績予想 

    当社の国内建築事業における複数件の工事において、市場環境の変化による鉄骨などの資

材価格上昇などにより工事原価が増加しました。 

    これを受けて、2023 年３月期第２四半期会計期間に工事損失引当金を計上したことから、

2023 年３月期の営業利益は前回予想から 78億円減少し、93億円となる見込みとなりました。

また当期純利益につきましては、前回予想から 46 億円減少し、123 億円となる見込みとなっ

ております。 

    なお、上記の工事原価増加に関しては、物価上昇分の追加契約およびＶＥ（バリューエン

ジニアリング）提案についてお客様と真摯に協議を継続してまいります。また、本年８月１

日付で「コスト統合センター」を設置し全店の見積情報と調達情報を一元管理する体制を構

築するとともに、見積段階で物価上昇リスクを適切に織り込むなどの対応によりコスト管理

体制を強化してまいります。 

 

 （２）連結業績予想 

    個別業績予想と同様の理由により修正するものです。 

 

３．配当予想について 

    当社は、株主の皆様への継続的な安定配当の実施と、競争力及び財務体質の強化に不可欠

な内部留保の確保を勘案の上、業績及び経営環境に応じた利益還元を行うことを基本方針と

しております。 

    今般、当社は業績予想を下方修正することとなりましたが、「DOE（自己資本配当率）2.5%

以上を維持する」という観点から、2023 年 3 月期の配当につきましては 1 株当り 27 円（う

ち中間配当 13 円 50 銭）を予定しており、配当予想の変更はありません。 

 

 株主還元方針 
2022 年３月期 

実績 

2023 年３月期 

予測 

ＤＯＥ 2.5%以上 2.6%  2.6%  

総還元性向 40.0%以上 43.0%   57.1%  

   ※ＤＯＥ（自己資本配当率）＝配当総額÷自己資本 

   ※総還元性向＝総株主還元額（配当総額＋自己株式取得総額）÷親会社株主に帰属する 

当期純利益 

 

 

（注） 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、実際の業績

等は様々な要素により記載の予測数値とは異なる結果となる可能性があります。 

 

以  上 


